
。
た
し
ま
れ
さ
立
建
が
堂
の
在
現
に
）
年
９
０
０
２
（

約
さ
高
、
は
に
中
の
堂
音
観

60

て
れ
さ
置
安
が
石
然
自
の
㎝

そ
、」
巻
万
拾
経
音
観
納
練
奉
「
は
に
央
中
、）
下
真
写
（
り
お

種
子

す
示
を
仏
（

梵
字

九
和
明
「、
は
に
右
左
の
そ
。
す
ま
い
て
れ
ら
彫
が

壬
辰
」

主
願
日
七
十
月
正
「

藤
七

年
９
和
明
。
す
ま
い
て
れ
ま
刻
と
」

音
観
、
し
納
奉
を
経
音

菩

を
祀

に
的
国
全
、
は
期
後
代
時
戸
江
た
れ
ら
祀
が
様
音
観
の
瀬
高

な
模
規
大
も

飢
饉

地
田
有
。
た
し
で
代
時
た
し
生
発
く
多
数
が

も
い
し
苦
変
大
は
活
生
の
々
人
、
り
お
て
し
生
発
が
害
被
な
き

先
た
し
と
う
お
救
を
心
人
む
し
苦
、
り
祀
で
ん
刻
を
音
観
に
石

。
す
ま
え
が
か
う
が
心
仰
信
い
厚
の
人

の
そ

93
れ
流
を
り
辺
の
こ
が
川
田
有
て
つ
か
、
は
来
由
の
名
地
の
瀬
高

る
よ
に
」
誌
郡
田
有
「
た
れ
さ
著
に
代
時
正
大
。
す
ま
り
あ
が
説

「
は
名
地
の
瀬
高
、
と

高
師

い
て
れ
か
書
と
の
も
た
じ
転
ら
か
」

の
島
半
鮮
朝
に
代
時
墳
古
、
き
書
も
と
志
高
は
と
師
高
。
す
ま

百

済

と
祖
先
を
）
に
わ
（
仁
王
の
者
学
た
れ
か
招
ら
か

社
神
並
藤
に
代
時
治
明
。
す
で
族
一
の
系
来
渡
る
すに

合
祀

仁
王
る
あ
で
先
祖
の
氏
師
高
は
前
以
る
れ
さ

を
祀

氏
の
村
一
村
野
津
下
、
り
あ
が
社
神
明
瀬
高
る

。
た
し
で
神

午
初
で
堂
音
観
の
瀬
高
、）
水
（
日
４
月
３
る
去

き
、
は
堂
音
観
の
瀬
高
。
た
し
ま
れ
わ
行
が
式
会
の

病
い
悪
、
昔
と
る
よ
に
」
誌
町
備
吉
「。
す
ま
い
て

高
名
て
し
と
様
音
観
の
け
除
厄
、
れ
ら
え
伝
い
言
と

ガ
メ
バ
ウ
、
は
て
つ
か
。
す
ま
い
て
れ
さ
介
紹
と
い

成
平
、
が
た
し
ま
い
て
れ
ら
祀
に
下
の
木
の
シ
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年

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


